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Ⅰ．問題の背景と所在 

大学生に関する研究の中で多く取り上げられるものとして、自己愛があげられる。Kohut

の理論から生まれ、近年類型としての把握でよく用いられる過敏型自己愛と通ずる概念と

して、自己愛的脆弱性と呼ばれるものがある。自己愛的脆弱性は、自己愛欲求の表出に伴

う不安や他者の反応による傷つきなどを処理し、心理的安定を保つ力が脆弱であることを

指す（上地・宮下 2005）。このような特徴を持つ自己愛的脆弱性は、大なり小なりすべて

の人に存在するとされており、文化的背景から心理臨床の現場において、過敏型自己愛傾

向の事例が多いこと（福井、1998）、一般青年を対象とした非臨床群において過敏型自己

愛傾向が不適応と関連していること（上地・宮下、2005；小塩、2001；清水・岡村、2010）

を考えれば、その脆弱性に焦点を置いた自己愛を調べることは、特に日本における青年期

の傾向を理解する一助になると言えるだろう。 

青年期で取り上げられる概念の一つとして、理想自己（ideal self）があげられる。これ

は Rogers(1959)により、「個人が非常にそうありたいと望んでおり、それにもっとも高い

価値をおいているが自己概念」と概念的に取り上げられて以来、数多くの研究が行われて

きた。日本においては、理想自己と現実自己との不一致を考える研究が主流となっている。

その中で山田（2004）は、なりたい理想像からの不一致の大きさは、高い現実検討能力を

有し、自己を批判的に見つめることが出来るために設定され、自分をもっと高めたいとい

う“成熟のしるし”としての機能もあるのではないか、と述べている。 

これまで述べてきたように、日本の青年期理解を進めていく上で、Kohut の自己愛理論

の根底にある発達的視点を生かし、自己愛的脆弱性のもつ特徴を積極的な自己形成側面と

の関連を含めた、より包括的な視点で捉えることは、有意義であると考える。この自己形

成的側面を論じるために、本研究では自尊感情と理想自己志向性を取り上げる。自尊感情

は、自己愛と類似した概念として取りあげられ、その相違や関連に関する研究（小塩、1997, 

2001；中山、2008）が行われることにより、その適応指標としての位置付けがより明らか

にされるようになった。自己愛的脆弱性の自己形成的側面を検討するための比較対照群の

設定にあたり、この自尊感情を適応指標として群分けの基準に用いることにする。理想自

己志向性に着目した山田（2004）では、理想自己とそれに対する個人の関わり方と意欲と

行動の側面を分けて検討することで、その自己形成的側面である“成熟のしるし”を描き

出すことに成功している。本研究でもこの概念を採用することで自尊感情の高低といった

指標に加えて、理想自己志向性の観点から自己愛的脆弱性の特徴を描くことによって、よ

り具体的に自己愛的脆弱性自己形成的な側面との関連を検討できることが期待される。 

 

Ⅱ．目的 

本研究の目的は、大学生における自己愛的脆弱性の特徴を、自己形成的側面との関連か

ら描き出すことを試みることにある。具体的には、自己愛的脆弱性が高く、かつ自尊感情

が高い群と、自己愛的脆弱性が高く、かつ自尊感情が低い群とを比較し、自己形成的側面

につながる理想自己志向性の特徴に違いが見いだせるかどうか、検討する。本研究により、

特に日本における青年期の自己愛に関する理解が進み、それに適した支援を考える一助に

なるであろう。 
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Ⅲ．方法 

 都内私立大学に通う大学生を対象に質問紙調査を行い、204 名から回答を受け取った。

調査期間は 2012 年 6 月～7 月であった。使用した質問紙は、1）自己愛的脆弱性尺度短縮

版（NVS 短縮版）、2）自尊感情尺度（Rosenberg,1965;星野訳,1970）、3）質的な理想自

己の測定法（山田、2004）の 3 つである。まず、個人の自己愛的脆弱性の高低を把握する

ために 1）を用いた。その上で、本研究の目的に従い、自尊感情の高低については 2）、理

想自己の内容および理想自己志向性については 3）により測定した。 

 

Ⅳ.結果と考察 

 本研究の調査において、NVS 短縮版および自尊感情尺度それぞれの平均値を基準とした、

自己愛的脆弱性と自尊感情の高低群の組み合わせにより、全体を 4 つの群に分けた。自己

愛的脆弱性と自尊感情の間には弱い負の相関がみられたが（r=-.37,p<.01）、自尊感情の高

い群が一定数見出されたため、自己愛的脆弱性の高い 2 群（以下、高高群と脆高尊低群）

の理想自己志向性の各因子得点の平均値の差を調べるために、独立したサンプルのｔ検定

を行い比較した。また、自己愛的脆弱性の高い 2 群の設定した理想自己について詳細に検

討するために、「理想自己の内容」、「理想自己を選んだ理由」、「理想自己を実現するための

具体的な方略」についての自由記述を山田（2004）の結果を参考にＫＪ法でカテゴリ化し、

χ2検定を行った。 

今回の調査において、「1.高高群は脆高尊低群に比べて、理想自己志向性が高いであろう。」

という仮説は、「理想自己への行為」について、高高群が脆高尊低群に比べて、有意に高い

という結果を得たことから(t(76）=2.18,p<.05)、部分的に支持された。「自己顕示抑制」「自

己緩和不全」など、自己愛の未熟さを特徴として持つ人々であっても、現在の自分への肯

定感を持ち、実際に行動が出来るか否かで、自己形成の過程を進めていくことに差がでる

のではないか、という知見を得られたのではないかと思われる。 

「2.脆高尊低群では、理想自己を決めた理由を「現在とのずれやあこがれ」に見出しや

すいであろう」という仮説について、今回の調査ではχ2 検定、残差分析の結果より、脆

高尊低群の方が、高高群よりも有意に高いという差が見られたことから (χ 2＝

8.6,df=3,p<0.5)、支持されたといえる。「注目・賞賛欲求」に加え、「自己顕示抑制」「潜在

的特権意識」も持つ自己愛的脆弱性を持つ人々にとって、野心や顕示性の助けとなる理想

であっても、その組み立ての未熟さから現実の自己との葛藤を引き起こし、理想自己志向

性においても行為がままならないという結果になる、ということが推測される。 

「3.高高群は方略有りと回答する傾向があり、脆高尊低群は、理想自己を実現すること

への希求有りと回答する傾向にあるだろう。」という仮説については、高高群と脆高尊低

群でχ2 検定を行った結果、有意な差が見られなかったため、支持されなかった。こうし

た結果が出た要因のとして、今回の群分けの問題点、また人数の少なさがあげられる。今

後は、本来の分析として平均値±２SD を基準とした群分けによる比較検討ができるだけ

のデータ数を確保して研究を行うべきであると考える。 

 今回の調査によって、理想自己実現のための意欲よりも、その具体的な行動を促すこと

で、青年期の自己形成を促す手助けになる可能性が考えられた。自己形成的な側面も含め

て自己愛的脆弱性の特徴を、今後もより包括的な視点で進めていく必要があると思われる。 
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